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■�日�

■�場�

■�内�

■�持�

■�定�

■�申�

■�問�

■�費�

■�対�

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
で
す
。�

�

①
税
理
士
事
務
所
に
お
け
る
無
料
相
談
会�

■日
２
月
１
日
�
〜
１５
日
�
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
　
午
前
１０
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
４
時
　
■場
最
寄
り
の
税
理
士
事

務
所
　
■内
少
額
な
申
告
相
談
と
申
告
書
の

作
成
※
有
料
の
場
合
も
あ
り�

②
所
得
税
の
還
付
申
告
相
談
会�

■日
２
月
６
日
�
〜
９
日
�
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
、

午
後
１
時
〜
３
時
　
■場
八
潮
メ
セ
ナ
　
■内

住
宅
借
入
金
特
別
控
除
は
行
い
ま
せ
ん�

―
①
②
共
通
―�

■対
年
金
受
給
者
、
給
与
所
得
者
で
医
療
費

控
除
を
受
け
て
い
る
方
、
年
の
途
中
で
退

職
し
た
方
な
ど
　
■問
関
東
信
越
税
理
士
会

越
谷
支
部
事
務
局
�
９６２
・
６
１
３
１�

�

税
金
・
経
営
・
資
金
繰
り
無
料
相
談
会�

■日
１
月
２３
日
�
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
時
間
外･

電
話
相
談
可
）
　
■場
八
潮
民

主
商
工
会
　
■内
商
売
と
暮
ら
し
の
こ
と
等

な
ん
で
も
相
談
　
■費
無
料
　
■問
中
村
�
９９５

・
６
９
６
２�

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集�

　
無
料
体
験
あ
り
ま
す
。�

■日
毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日
　
午
後
１
時

〜
３
時
　
■場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
ほ
か
　

■費
月
会
費
２
５
０
０
円
　
■問
高
木
�
０９０
・

２
２
５
６
・
３
２
０
９�

�

健
康
太
極
拳
・
ジ
ュ
ピ
タ
ー
会
員
募
集�

　
美
と
健
康
を
求
め
て
、
皆
で
楽
し
く
「
太

極
拳
」
を
し
ま
し
ょ
う
。�

■日
１
月
１１
日
か
ら
毎
週
木
曜
日
　
午
前
１０

時
〜
正
午
　
■場
八
幡
公
民
館
別
館
ホ
ー
ル

ほ
か
　
■費
入
会
金
１
０
０
０
円
、
月
会
費

２
０
０
０
円
　
■問
健
康
太
極
拳
�
０９０
・
６

４
９
５
・
４
９
０
２�

�

八
潮
謡
曲
同
好
会
「
観
世
流
」�

■日
毎
月
２
回
月
曜
日
　
午
前
１０
時
〜
正
午

■場
八
幡
公
民
館
ほ
か
　
■費
月
会
費
３
０
０

０
円
　
■問
林
�
９９６
・
１
６
０
３�

�

琉
球
舞
踊
生
徒
募
集�

　
沖
縄
好
き
な
方
、
初
心
者
大
歓
迎
。�

■日
２
月
１
日
か
ら
月
４
回
木
曜
日
　
午
後

７
時
〜
８
時
　
■場
八
潮
メ
セ
ナ
ほ
か
　
■費

入
会
金
５
０
０
０
円
、
月
会
費
９
０
０
０

円
　
■内
※
講
師
＝
伊
是
名
の
会
・
増
田
み

ち
の
さ
ん
　
■問
中
谷
�
０９０
・
６
９
２
７
・

７
１
９
３�

�

交
通
災
害
共
済
申
し
込
み
の
受
け
付
け�

　
市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
皆
さ
ん
の

会
費
で
運
営
す
る
交
通
事
故
の
お
見
舞
金

助
け
合
い
制
度
で
す
。�

■日
４
月
１
日
〜
平
成
２０
年
３
月
３１
日�

■対
市
内
に
住
民
登
録
、
ま
た
は
外
国
人
登

録
を
し
て
い
る
方
（
平
成
１９
年
３
月
３１
日

ま
で
に
転
出
す
る
方
を
除
く
）�

■費
一
般
９
０
０
円
、
中
学
生
以
下
５
０
０

円
（
平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
は
中
学
生
以
下
で
の
加
入
）�

■申
２
月
１
日
か
ら
、
郵
便
局
ま
た
は
市
民

課
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
記
入

の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

■問
市
民
課
�
○内
２
１
０�

�

市
内
に
本
籍
が
あ
る
方
へ�

文
字（
人
名
）の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す�

　
〜
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
記
録
で
き
る
文
字

に
変
更
さ
れ
ま
す
〜�

　
戸
籍
事
務
の
電
算
化
（
平
成
１９
年
３
月

１８
日
�
運
用
開
始
予
定
）
に
伴
い
、
手
書

き
に
よ
る
書
き
ぐ
せ
文
字
等
に
つ
い
て
は
、

「
常
用
漢
字
」「
人
名
漢
字
」「
漢
和
辞
典

に
載
っ
て
い
る
文
字（
人
名
）」
に
改
め
ら

れ
ま
す
。�

　
こ
れ
に
よ
り
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
な

ど
も
同
様
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。�

　
な
お
、
今
回
の
変
更
は
文
字
の
表
記
上

の
取
り
扱
い
で
、
氏
名
が
変
更
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
電
算
化
後
、
文
字
の
表
記
が
変
更
に
な

る
方
に
は
、
変
更
後
の
文
字
を
「
告
知
書
」

と
し
て
、
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
（
２
月
中
旬
）。�

�����������

■問
市
民
課
�
○内
２
１
３
・
２
１
５�

�

商
工
振
興
課
か
ら
の
お
知
ら
せ�

①
工
場
移
転
資
金
利
子
補
給�

　
土
地
区
画
整
理
地
内
に
あ
る
工
場
、
都

市
計
画
道
路
等
の
建
設
に
伴
い
移
転
と
な

る
工
場
を
有
す
る
中
小
企
業
者
が
、
工
場

移
転
の
た
め
に
借
り
受
け
た
資
金
に
か
か

る
利
子
を
一
部
補
助
し
ま
す
。�

■対
●
本
市
に
お
い
て
、
１
年
以
上
事
業
を

営
ん
で
い
る
こ
と
●
市
税
を
完
納
し
て
い

る
こ
と
●
昨
年
１
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日

ま
で
の
期
間
で
支
払
い
の
遅
延
日
数
が
１

２
０
日
未
満
。�

■内
産
業
立
地
資
金
、
彩
の
国
環
境
創
造
資

金
な
ど�

利
子
補
給
の
額
　
昨
年
１
月
か
ら
１２
月
の

期
間
中
に
支
払
わ
れ
た
利
子
額
の
３０
パ
ー

セ
ン
ト
以
内
を
補
助
し
ま
す
。�

②
新
規
創
業
資
金
融
資
利
子
補
給�

　
市
内
に
お
い
て
新
た
に
事
業
を
起
こ
す

た
め
に
借
り
受
け
た
資
金
に
係
る
利
子
を

補
助
い
た
し
ま
す
。�

■対
●
本
市
に
お
い
て
、
引
き
続
き
１
年
以

上
住
所
を
有
す
る
こ
と
●
市
税
の
滞
納
が

な
い
こ
と
●
昨
年
１
月
１
日
か
ら
１２
月
３１

日
ま
で
の
期
間
で
支
払
い
の
遅
延
日
数
が

１
２
０
日
未
満�

■内
埼
玉
県
起
業
家
育
成
資
金
、
国
民
生
活

金
融
公
庫
新
規
開
業
特
別
貸
付
、
国
民
生

活
金
融
公
庫
女
性
・
若
者
／
シ
ニ
ア
起
業

家
資
金
貸
付
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
新
創

業
融
資
制
度
貸
付�

利
子
補
給
の
額
　
借
り
入
れ
資
金
を
受
け

た
日
か
ら
３
年
以
内
に
支
払
っ
た
利
子
額

を
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、利
子
が
１
・
５

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
場
合
は
、
１
・
５

パ
ー
セ
ン
ト
の
額
。�

③
中
小
企
業
小
口
資
金
融
資
利
子
補
給�

　
中
小
企
業
小
口
資
金
融
資
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
が
、
平
成
１８
年
１
月
か
ら
１２
月

ま
で
に
支
払
っ
た
利
子
額
の
３０
パ
ー
セ
ン

ト
（
た
だ
し
、
平
成
１４
年
４
月
以
前
利
用

の
方
は
２０
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
者
へ
は
、
個
別
に
申
請
書
類
等

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
商
工
振
興
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
提
出
期
限
ま
で
に
申
請
が
な
い

場
合
は
、
補
助
金
の
交
付
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

―
①
②
③
共
通
―�

提
出
期
限
　
１
月
２５
日
ま
で
（
郵
送
の
場

合
は
必
着
）�

■問
商
工
振
興
課
�
○内
４
７
９
・
２
０
２�

�

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ�

①
「
贈
ら
な
い
！
求
め
な
い
！
受
け
取
ら

な
い
！
」
〜
寄
付
行
為
の
禁
止
〜�

　
政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者
に
な
ろ
う

と
す
る
人
、
現
に
公
職
に
あ
る
人
）
が
選

挙
区
内
の
人
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
寄
附

を
す
る
こ
と
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。�

●
祭
り
や
親
睦
旅
行
へ
の
差
し
入
れ
、
寸

　
志�

●
各
種
会
合
へ
の
祝
儀�

●
葬
式
の
花
輪
や
供
花
、
香
典�

●
入
学
、
卒
業
、
就
職
、
結
婚
、
出
産
な

　
ど
の
祝
い
金
や
贈
り
物�

●
お
中
元
や
お
歳
暮�

●
開
店
祝
い
の
花
輪
や
金
品�

●
病
気
見
舞
い
の
金
品�

※
政
治
家
が
会
費
制
で
な
い
会
合
に
出
席

し
て
、
飲
食
代
相
当
額
を
会
費
と
し
て
支

払
う
こ
と
も
禁
止�

※
有
権
者
が
、
政
治
家
に
寄
附
を
勧
誘
し

た
り
要
求
し
た
り
す
る
こ
と
も
禁
止�

②
県
議
会
議
員
選
挙
区
の
変
更�

　
４
月
執
行
の
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
か

ら
、
市
の
選
挙
区
が
変
更
に
な
り
ま
す
。�

変
更
前
　
東
第
１１
区
・
定
数
１�

変
更
後
　
東
第
１０
区
・
定
数
１�

―
①
②
共
通
―�

■問
選
挙
管
理
委
員
会
�
○内
２
６
４�

�

高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
審
議
会
の
公
開�

　
八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
の
進
ち
ょ
く
状
況
に
つ
い

て
審
議
す
る
、
八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉

推
進
審
議
会
を
公
開
し
ま
す
。�

■日
２
月
６
日
�
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分�

■場
八
潮
メ
セ
ナ
３
階
会
議
室
１
・
２�

■定
１０
人
（
先
着
順
）�

■問
高
齢
い
き
が
い
課
�
○内
４
４
７�

�

高
齢
者
の
税
制
控
除�

●
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書�

　
所
得
税
法
な
ど
で
は
、
本
人
ま
た
は
扶

養
親
族
が
、
障
害
者
（
ま
た
は
特
別
障
害

者
）
に
該
当
す
る
場
合
、「
障
害
者
控
除
」

と
し
て
一
定
金
額
を
所
得
か
ら
控
除
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。�

 

手
続
き 

年
齢
６５
歳
以
上
の
、要
介
護
１
〜

５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方（
障
害
者
手
帳

等
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
除
く
）等
で
、

①
知
的
障
害
者（
軽
度
・
中
度
・
重
度
）に
準

ず
る
方
、②
身
体
障
害
者（
１
級
〜
６
級
）に

準
ず
る
方
、③
ね
た
き
り
老
人
の
認
定
基

準
に
該
当
す
る
場
合
で
、「
障
害
者
控
除
」

等
の「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」の
交

付
を
受
け
る
に
は
、本
人
ま
た
は
扶
養
家
族

か
ら
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

※
身
体
障
害
者
の
１
級
〜
６
級
の
等
級
に

準
ず
る
場
合
に
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
た
後
に
障
害
等
級
を
確
認
し

た
う
え
で
認
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

●
お
む
つ
使
用
証
明
書�

　
お
む
つ
代
に
つ
い
て
の
医
療
費
控
除
の

申
告
が
２
年
目
以
降
の
方
で
、
介
護
保
険

法
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、

市
が
交
付
す
る
お
む
つ
使
用
の
確
認
書
等

で
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
に
代
え
て
申

告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

■問
高
齢
い
き
が
い
課
�
○内
４
４
７�

�

平
成
１９
・
２０
年
度
東
埼
玉
資
源
環

境
組
合
建
設
工
事
等
入
札（
見
積
り
）

参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
け
付
け�

受
付
期
間
　
２
月
１
日
�
〜
２０
日
�
　
午

前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）�

要
領
・
申
請
書
等
の
配
布
　
２
月
２０
日
ま

で
、
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
第
一
工
場
総

務
課
、
ま
た
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.reuse.or.jp/

）で
配
布
し

ま
す
。�

■問
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
第
一
工
場
総
務

課
、
越
谷
市
増
林
３
―
２
―
１
、
�
９６６
・

０
１
２
２�

　
近
隣
４
市
１
町
の
情
報
で
す
。�

�

吉
川
市�

第
１２
回
吉
川
な
ま
ず
の
里
マ
ラ
ソ
ン�

■日
４
月
１
日
��

■場
吉
川
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す�

■内
（
一
般
）
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
・
１０
㎞
・

５
㎞
、
（
中
学
生
）
３
㎞
、
（
小
学
生
・

親
子
・
車
い
す
）
２
㎞�

■費
一
般
３
０
０
０
円
、
高
校
生
２
０
０
０

円
、
小
・
中
学
生
５
０
０
円
、
親
子
２
５

０
０
円
（
子
が
１
人
増
す
ご
と
に
５
０
０

円
加
算
※
最
大
３
人
１
組
）、
車
い
す
の

方
１
０
０
０
円�

■申
２
月
１５
日
ま
で
（
消
印
有
効
）�

■問
吉
川
市
総
合
体
育
館
�
９８２
・
６
８
０
０
、

�
９８３
・
１
８
６
７�
�

越
谷
市�

花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７�

■日
１
月
２０
日
�
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時�

■場
新
越
谷
駅
１
階
コ
ン
コ
ー
ス�

■内
市
内
で
生
産
さ
れ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・

フ
リ
ー
ジ
ア
・
バ
ラ
な
ど
の
切
り
花
と
シ

ク
ラ
メ
ン
・
ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど
の
鉢
物
販
売�

■問
越
谷
市
農
政
課
�
９６３
・
９
１
９
３�

�

草
加
市�

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ハ
ー
ト
せ
ん
べ
い
手
焼
き

体
験�

■日
２
月
３
日
�
〜
１４
日
�
　
正
午
〜
午
後

５
時
（
７
日
�
を
除
く
）�

■場
伝
統
産
業
展
示
室
（
松
原
団
地
駅
東
口

か
ら
徒
歩
５
分
、
草
加
市
文
化
会
館
内
）�

■内
ハ
ー
ト
型
せ
ん
べ
い
生
地
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
絵
を
描
き
、
手
焼
き
し
ま
す
。�

■費
１
人
５
０
０
円�

■申
電
話
で
草
加
市
伝
統
産
業
展
示
室
（
�

９３１
・
１
９
７
０
）
へ�

�

三
郷
市�

三
郷
市
文
化
協
会
芸
術
祭�

▼
文
化
会
館�

①
■日
２
月
２５
日
�
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午

後
５
時
　
■内
民
謡
民
舞
、
②
■日
２
月
２２
日

�
〜
２５
日
�
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
　

■内
絵
画�

▼
鷹
野
文
化
セ
ン
タ
ー�

①
■日
２
月
１１
日
�
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

■内
吟
詠
、
②
■日
２
月
１１
日
�
・
１２
日（
振
休
）

午
前
１０
時
〜
午
後
７
時
　
■内
華
道�

▼
東
和
東
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー�

■日
２
月
１８
日
�
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後

５
時
　
■内
囲
碁
・
将
棋
　
■費
１
０
０
０
円�

■問
三
郷
市
生
涯
学
習
課
�
９５３
・
１
１
１
１

○内
４
４
７
２�

�

松
伏
町�

千
住
真
理
子
　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
リ
サ
イ

タ
ル
„
ド
ル
チ
ェ
“�

■日
２
月
１０
日
�
　
午
後
２
時
開
演�

■内
バ
ッ
ハ
＝
主
よ
人
の
望
み
の
喜
び
よ
、

バ
ッ
ヘ
ル
ベ
ル
＝
カ
ノ
ン
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ

ー
ク
＝
家
路
ほ
か�

■場
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
北
越
谷
駅

東
口
、
吉
川
駅
北
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き

バ
ス
で
「
中
央
公
民
館
前
」
下
車
）�

■費
〈
全
席
指
定
〉
Ｓ
席
４
０
０
０
円
、
Ａ

席
３
５
０
０
円
、
高
校
生
ま
で
２
０
０
０

円
※
未
就
学
児
入
場
不
可�

■問
�
松
伏
町
ふ
る
さ
と
文
化
財
団
�
９９２
・

１
０
０
１�

■■問
広
聴
広
報
課
　
�
○内
４
２
３�

��

　
富
士
山
を
見
て�

古
新
田
　
三
ヶ
島
千
枝�

西
伊
豆
か
ら�

バ
ス
に
揺
ら
れ
な
が
ら
行
く
と�

相
模
湾
の
向
う
に�

富
士
山
が
現
わ
れ
た�

バ
ス
の
窓
か
ら�

「
ワ
ァ
ー
ッ
」
と
歓
声
が
上
が
る�

晩
秋
の
風
は
冷
た
い
が�

気
持
が
き
ゅ
っ
と
引
き
締
ま
る�

ビ
ル
や
家
並
の
向
う
に�

雪
を
冠
っ
た
富
士
山
が�

夕
陽
を
背
に�

く
っ
き
り
浮
か
び
上
が
っ
た�

〈
評
〉
風
景
が
目
に
見
え
る
よ
う
で
す
ね
。�

��

八
潮
七
　
石
井
　
忠
枝�

一
文
字
や
命
と
あ
り
て
年
暮
る
る�

木
曽
根
　
古
根
　
昌
明�

小
鼻
汗
目
泳
ぐ
暮
れ
の
市
場
か
な�

中
央
一
　
斎
藤
　
富
吉�

川
風
を
避
け
て
添
い
寝
の
つ
が
い
鴨�

緑
町
五
　
藤
波
　
ふ
み�

街
路
樹
の
葉
も
散
り
尽
く
す
歳
の
暮�

八
　
條
　
加
藤
　
龍
子�

九
十
の
齢
重
ね
て
早
や
師
走�

八
　
條
　
杉
村
　
知
香�

朝
の
陽
に
目
覚
め
う
な
が
す
障
子
か
な�

八
潮
七
　
小
倉
　
孝
義�

今
春
も
李
白
に
出
会
う
詩
吟
か
な�

伊
　
草
　
井
上
　
進
寿�

恙
な
く
月
日
は
流
れ
除
夜
の
鐘�

大
曽
根
　
小
倉
　
義
孝�

と
も
か
く
も
生
き
る
証
し
の
み
そ
か
そ
ば�

大
曽
根
　
横
山
　
英
道�

枯
れ
草
の
刈
ら
れ
ひ
ろ
び
ろ
河
川
道�

大
曽
根
　
藤
郷
千
代
子�

息
白
し
橋
の
上
に
て
再
会
す�

緑
町
三
　
岩
田
　
苑
江�

湯
豆
腐
や
こ
こ
だ
け
の
話
湯
気
に
消
え�

八
　
條
　
小
金
丸
美
智
子�

秘
す
る
こ
と
ひ
と
つ
殖
え
け
り
初
日
記�

大
曽
根
　
根
岸
佐
代
子�

紅
や
黄
の
衣
脱
ぎ
捨
て
山
眠
る�

八
潮
六
　
菅
澤
　
　
博�

き
ゅ
っ
き
ゅ
っ
と
雪
駄
が
鳴
く
や
蝦
夷
の
里�

八
潮
二
　
近
藤
　
寛
一�

不
祥
事
の
続
く
世
相
や
師
走
く
る�

八
潮
二
　
近
藤
し
げ
い�

氷
雨
降
る
歩
く
人
な
き
昼
下
り�

中
央
二
　
大
久
保
き
よ
子�

日
溜
り
に
一
人
佇
み
冬
ぬ
く
し�

南
川
崎
　
大
川
み
つ
江�

道
端
の
お
地
蔵
さ
ま
も
冬
ぼ
う
し�

伊
　
草
　
初
川
　
れ
い�

垣
根
よ
り
漂
う
匂
い
落
葉
焚
き�

垳
　
　
　
森
田
ヱ
ミ
子�

雪
降
り
て
絵
画
の
如
き
富
士
の
山�

八
　
條
　
大
山
ト
キ
子�

た
ん
ぽ
ぽ
の
健
気
に
咲
く
や
虎
落
笛�

大
曽
根
　
寺
井
　
時
子�

忘
れ
得
ぬ
出
来
事
多
き
年
忘
れ�

��

木
曽
根
　
高
谷
　
多
門�

竹
の
葉
に
音
も
な
く
降
る
淡
き
雪�

　
　
　
雫
と
な
り
て
夕
に
光
り
ぬ�

中
央
三
　
輪
島
　
　
武�

彩
り
も
ま
ば
ら
な
庭
に
山
茶
花
の�

　
　
　
紅
き
花
び
ら
映
え
て
咲
き
お
り�

南
後
谷
　
杉
村
　
セ
ツ�

年
暮
れ
て
八
十
路
を
越
え
し
わ
が
思
い�

　
　
　
日
々
す
こ
や
か
に
生
き
る
幸
わ
せ�

大
曽
根
　
椎
野
さ
ち
子�

菊
添
え
て
額
に
飾
り
し
弥
勒
像�

　
　
　
広
隆
寺
に
て
会
う
を
願
い
て�

南
川
崎
　
松
谷
　
永
子�

カ
サ
カ
サ
と
音
立
て
な
が
ら�

　
　
　
思
わ
ず
笑
み
し
通
勤
の
朝�

八
　
條
　
種
村
　
幸
子�

冬
ざ
れ
の
夕
べ
に
糸
引
く
光
あ
り�

　
　
　
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
ゆ
く
無
音
の
高
度�

中
央
一
　
猪
瀬
　
利
助�

木
枯
ら
し
に
吹
か
れ
て
舞
い
て
散
る
落
葉�

　
　
　
歩
道
の
上
を
紅
葉
色
に
し�

大
曽
根
　
臼
方
美
代
子�

紅
葉
の
山
路
を
行
け
ば
ひ
と
む
れ
の�

　
　
　
猿
遊
び
お
り
木
々
の
間
に
間
に�

八
潮
七
　
狩
野
　
　
敏�

妻
と
行
く
湯
の
香
漂
う
奥
飛
騨
の�

　
　
　
紅
葉
の
下
に
冠
雪
を
見
る�

大
曽
根
　
小
倉
　
清
子�

訪
れ
る
人
は
な
け
れ
ど
元
旦
は�

　
　
　
薄
化
粧
し
て
年
賀
状
待
つ�

���

　「中川やしおフラワーパークみ
んなの手で育てる会」では、埼玉
県の「平成１８年度花いっぱい
咲いたまフラワーコンテスト　地
域の部」に応募したところ、８２団
体の応募の中から、花いっぱい
への取り組みが認められ、１２月９
日、上田埼玉県知事から賞状が
授与されました。�
　「中川やしおフラワーパーク」は、
中川に架かる共和橋下流の河
川敷を国から借り受け、平成９年
３月に商工会と観光協会によっ
て開設されました。このフラワー
パークを充実するために、市民
ボランティア団体の「中川やしお
フラワーパークみんなの手で育て
る会」が平成１０年１０月に発足し、
花壇づくりや花の世話、草取りな
どを行っています。�
　また、フラワーパークでは、春に

は見事なピンク色の花桃と鮮や
かな黄色の菜の花が咲き、秋に
は色とりどりのコスモスが咲き、そ
の花の開花に合わせて、春は「花
桃まつり」や「花桃ウォーキング」、
秋は「ボートフェスタ」などのイベ
ントが開催されています。�
　会長の白井さんは「会員の皆
さんと苦労してきれいにしてきた
“市民の力で生まれた夢の花園”
です。これからも、災害時の広場、
様々なイベントや憩いの広場に
活用できるよう、皆で管理してい
きたいと思っています。ボランティ
ア活動にご協力していただける
方がいらっしゃいましたら、ご連
絡ください」とのことです。花・木
などの手入れが好きな方、ボラン
ティア活動に参加してみてはい
かがでしょうか。�

中
川
や
し
お
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
み
ん
な
の
手
で
育
て
る
会 

会
長
　
白
井
義
巳
さ
ん�

花
づ
く
り
で
八
潮
の�

　
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ�

〜
花
い
っ
ぱ
い
咲
い
た
ま�

　
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
〜�

　市では、武力攻撃や大規模テロが発生した場合における市民の皆さんの
安全な避難や救援のため、市の国民保護協議会の意見を踏まえ、「国民保
護に関する八潮市計画」を昨年１１月に策定しました。�

計画のポイント�
◆準備・初動体制�
　日ごろからの準備体制を充実するとともに、迅速な初動体制を確保します。�
・情報収集体制の構築、食料や資機材の備蓄、実践的な訓練の実施�
・危機が発生した場合、直ちに危機対策会議、危機対策本部を設置し、初
動体制を確保�
・国民保護対策本部の組織は、地震や洪水に対処する災害対策本部に準じ
たものとし、刻々と変化する事態にも柔軟に対応�
◆大規模テロへの対処�
　本市で発生する可能性の高い大規模テロを独自に三つ想定し、その対処
措置を「市緊急対処事態対応マニュアル」として作成します。�
①多数の人が集合する施設にサリンが大量散布された事態への対処�
②鉄道など交通機関が爆破された事態への対処�
③核燃料物質が、輸送中に高速道路で爆破された事態への対処�

今後の主な取り組み�
◆マニュアルの策定�
　国民保護措置を的確かつ迅速に実施するた
めの各種マニュアルを策定します。�
◆訓練の実施�
　実践的な訓練を行い、対処能力の向上を図
っていきます。�
　被害の拡大を防ぐためには、市民の皆さん
の自発的な行動も必要です。日ごろからの食
料・飲料水の備蓄や、地域での助け合いなどを心掛けましょう。�

■問危機管理担当�○内８２７�

　インターネットを利用し、自宅やオフィスか
ら国税に関する各種手続き（①所得税、法人税、
消費税、酒税および印紙税の申告②全税目の納
税③申請・届け出等）が出来ます。税務署など
に何度も出かける必要がなくなり、源泉所得税
の毎月納付や消費税の毎月申告など、利用回数
の多い手続き
には特に便利
です。�
　開始届け出
手続きはイン
ターネットを
利用してオン
ラインで行え
ます。（書面
での提出も出
来ます）�
　なお、ｅ-Ｔａｘ
の利用には、
事前に開始届
出書の提出お
よび電子証明
書の取得が必
要になります。�
�

■問越谷税務署�９６５－８１１１�
ｅ-Ｔａｘホームページ　http://www.e-tax.nta.go.jp

変更する文字の例�
現在、戸籍に
記載されてい
る文字�

電算化後、戸
籍に記録でき
る文字�

鳥�節�裕�邊�

「国民保護に関する八潮市計画」を策定�

国税電子申請・納税システム（e-Ｔax）�
をご利用ください�

い�

ぜ�

な�

い
ろ
ど�

や�

そ�
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み�

ろ
く�

え�
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ひ
と�

つ
つ
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よ
わ
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